
有害ごみの分別について



ごみの出し方を間違えると危険です。



理由１



千葉市でも収集車の火災が発生しています！



理由２



車両に分けて積み込み

有害ごみの種類ごとに積込み先
のコンテナがあります。

収集車は有害ごみ専用コンテナを備えてあります。



理由３ 新浜リサイクルセンターの作業が困難に！

集めた有害ごみは、新浜リサイクルセンターへ運び、種類ごとに分けて安全
に一時保管します。スプレー缶に穴をあける、蛍光灯は細かく砕く等の作業
をします。



有害ごみ処理の流れ

ごみステーション 新浜リサイクルセンター 種類ごとに民間施設へ

有害ごみの排出先を工夫した例 種類ごとに一時保管 量が集まったら各委託先で処理



有害ごみの種類

モバイルバッテリー・小型充電
式電池はステーションには出せ
ません。環境事業所・新浜RC
または回収協力店へ
ボタン型電池は回収協力店へ

市施設の一部でモバイルバッテリー・
小型充電式電池を拠点回収しています。
電池のメーカーを問わず膨張・破損し
ているものも回収します。

※詳しくはホームページをご確認くださ
い。

小型充電式電池が内蔵された家電製品は、
収集車や処理施設の火災の原因となるた
めステーションには出せません。
国の認定を受けたリサイクル事業者へ



有害ごみの出し方



有害ごみを出す際の注意

不燃ごみの指定袋には
入れられません。



有害ごみの分別について

ご理解とご協力を
お願いいたします
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